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◇会長告知◇ 

会長 宮澤孝良 

皆さん、こんにちは。 

まず初めに、熊本地震

で被災された皆様に、

心よりお見舞い申し上

げますとともに、先日の

募金活動では、皆様か

ら温かいご支援をいただき、誠にありがとうございました。

皆様の善意が被災地の復興の一助となりますことを願っ

ております。 

さて、本日は、下諏訪町の博物館を見学する例会です。 

私たちの下諏訪には、長い歴史と、たくさんの文化があり

ます。縄文時代の黒曜石、中山道の宿場町、諏訪大社、

温泉、そしてこの地域で暮らしてきた人々の歴史。これら

は、私たちが先人から受け継いだ大切な財産です。しか

し、今日、私たちが改めて考えたいのは、「この素晴らし

い財産を、未来の子どもたちのために、どう生かしていく

のか」 ということです。現在、博物館を訪れる観光客は、

決して多いとは言えません。ちなみに、下諏訪町の統計

による来館者数をみますと、令和 5 年度 5,097 人 令和 6

年度 3,447 人 令和 7 年度 3,578 人 とイベントがない年

度は減少しております。せっかくこの特徴のある伊藤豊雄

氏設計の建築物の中には「諏訪湖の漁具」と「下駄スケ

ートコレクション」、「島木赤彦展示室」などがあり、そこに

下諏訪の歴史が詰まっているのに、それを見てもらう機

会が十分に生かされていない。私は、これは単に「観光

客を増やそう」という問題だけではないと思っています。

むしろ私たちが考えたいのは、「この博物館を、子どもた

ちの学びの場として、もっと活用できないだろうか」という

ことです。例えば、学校の授業の中で博物館を訪れる。

本で縄文時代を学ぶだけではなく、実際の土器を見る。

黒曜石を手に取ってみる。昔の人々がどのように暮らして

いたのかを、自分の目で確かめる。宿場町の歴史を学ん

だあと、実際に町を歩いてみる。そうすれば、歴史は単な

る暗記科目ではなくなります。「自分たちが暮らしているこ

の場所にも、こんな歴史があったんだ」という発見になりま

す。そして、それが郷土への誇りにつながるのではない

でしょうか。今日の例会は、博物館を評価するためのもの

でも、批判するためのものでもありません。まずは、私た

ち自身が現状を知ること。そして、「なぜ利用する人が少

ないのだろう」「どうしたら子どもたちが来たくなるだろう」

「どうしたら学校教育とどう結びつけられるだろう」「観光客

にも、もっと下諏訪の魅力を伝えられないだろうか」そん

なことを、皆さんと一緒に考えるための第一歩だと思って

います。ロータリーには、教育、青少年奉仕、地域社会へ

の奉仕という大きな使命があります。行政だけに任せるの

ではなく、私たち地域の大人が知恵を出し合い、学校や

行政、博物館、地域の皆さんと一緒になって考える。そこ

に、ロータリークラブの役割があるのではないでしょうか。

博物館にあるものは、過去のものです。しかし、そこから

何を学び、何を未来につなげるかは、私たち次第です。 

今日の見学を、「博物館を見てきました」だけで終わらせ

るのではなく、「この場所を、未来の子どもたちのために、

もっと生かせないだろうか」と考えるきっかけにしたいと思

います。そしていつの日か、「子どもの頃、ロータリーの人

たちに連れてきてもらった博物館で、下諏訪の歴史を知

った」そんな子どもが一人でも生まれたら、今日の例会に

は大きな意味があるのではないでしょうか。本日は、皆さ

んと一緒に博物館を見学し、そして下諏訪の未来につい

て考える時間にしたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

◇幹事報告◇幹事 北原数也 

【報告事項】1. 長野県制定 150 周年を記念して、2600 地

区が、8/21 の信濃毎日新聞に、お祝いの広告を掲載い

たしました。 

2.先週の例会で、令和８年熊本地震への寄付金を集めさ

せていただきましたが、合計４万円となりました。皆様の

ご協力ありがとうございました。 

【連絡事項】1．来週の例会は、山田文雄ガバナー補佐を

お迎えしての、ガバナー補佐訪問例会となります。暑くな

ると思いますが、正装で、12 時 15 分までに御着席くださ

い。多くの会員のご出席をお願い致します。 

2．10/17、18 に飯田文化会館・人形劇場で地区大会が

行われます。出欠表を回覧いたしますので、ぜひ多くの

皆様の出席をお願い致します。 

3．10/4 にエンドボリオチャリティ―親睦ゴルフ大会が行

われます。ゴルフをされる方は、ぜひ出席をお願い致しま

す。 

【受領文書】諏訪湖通信 

【出席報告とニコボックス】 

出席報告 
ニコニコボックス 

利用人数 今回の金額 

会員数 30 人 4 人 4，000 円 

出席対象 30 人 前回累計 168,000 円 

出席者数 16 人 累計 172,000 円 

出席率 53.3％ 目標額 70 万円 

前回修正出席率 ％ 達成率 24.6％ 



 

 

本日の例会はいりょいただきありがとうございます。あいに

くの雨ですが宜しくお願いします。         萩田均 

初めての下諏訪博物館、楽しみにしています。宮坂英貴 

◇委員会報告◇ 

9 月より信金での窓口

の手続がタブレットで

行われることになるそ

うです。そのため、毎

回会費のお支払いの

お願いに、振込依頼

書を添付しておりまし

たが、こちらは使えな

くなります。宜しくお願い致します。（吉澤邦雄会計） 

◇例会内容◇ 

社会奉仕委員会担当 

「諏訪湖博物館見学例会」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1924 回例会

は、セレモニーと

担当例会の２部構

成での、違うは所

の例会を実施させ

ていただきました。

雨の降頻る中(土

砂降り)の移動は

大変でした。ご苦

労様でした。主旨

の諏訪湖に関する

様々な施設、機関

の役割を勉強のた

め、そして昨年の

ディスカッションに

おいて提起され、諏

訪湖博物館の有効

利用について生か

すため、まずは中

身を知ることを実施

しました。博物館館

長の話ののち、太

田博人学芸員の展

示物、諏訪湖の説

明を聞くことができ

ました。70％のメン

バーは、諏訪湖博

物館の展示物の解

説を聞くことが初め

てでした。問題点の

把握と、新たな展開、教育機関としての施設の在

り方を考える良い機会となりました。次につなげて

いきたいと思います。雨のおかげで、故障してい

るエアコンを気にする必要がなかったこと、雨も悪

くないと感じる例会でした。小笠原会員より傘の取

違えの連絡がありました。思い当たる方は連絡を

ください。 

 

 

8 月 23 日の湖浄連親
水イベント全 3回諏訪
湖清掃が終了しまし

た。萩田と寺島さん

が参加しました。高

校生は中に入り藻の

撤去をしていました。 


